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1.シ ンポ ジウムの 目的

それでは日本野外教育学会第八回大会のシ

ンポジウム、テーマ 「野外教育による地域貢

献 ―野外教育の今後のあり方を問う―」を始

めさせて頂きたいと思います。「野外教育に

よる地域貢献」ということですけれども、地

域貢献 と言っても幅が広いと思います。やは

り地域貢献のために、何かやればよい、何を

しても構わないということではなく、自然と

共存するような活動でなければならないで し

ょう。 また、教育という立場で考えます と、

やは り人を育てなければいけないのではない

か。

さらに細か く考えますと、地域住民の学習

活動や自然体験活動を支援す るものでなけれ

ばいけないと思います。 さらに、地域の 自然

環境の改善、 まちづ くりを支援 し地域の発展

と活 力のアップへの貢献 ということが野外教

育関係者に求められていることではないでし

ょうか。

また、野外教育に携わる団体の発展や個人

の成長のため、あるいは社会的財産や成果の

共有 というのも合わせて考えるべき視点かな

と考えてお ります。その際、重要なのは自分

達の活動が どうだったのか?と いうことを、

目的 に沿ったきちん とした評価 が行なわれな

ければな らないです し、や りっぱな しあるい

は自己満足での活動に終わ らないための地域

貢献はどうあるべきなのか、ということを考

えなが ら進めていきたいと思います。
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2.シ ンポ ジス トの紹介

今回のシンポジウムでは、野外教育とい う

手段 を使って行 う企業での地域貢献、大学、

つまり高等教育機関での地域貢献、NPO・ 自

然学校での地域貢献について3名 の シンポジ

ス トか ら報告 いただきます。最初に企業での

地域貢献ということで事例報告いただきます

イオ ン株式会社環境 ・社会貢献部長でい らっ

しゃいます上山静一様です。次に、大学での

地域貢献 ということで事例報告 いただきます

金沢大学教育学部助教授、金沢大学角間の里

山自然学校事務局長でい らっしゃいます佐川

哲也先生です。最後にNPO・ 自然学校での地

域貢献 とい う視 点で事例報告 いただきます

NPO法 人白川郷 自然共生フォーラム理事、 ト

ヨタ白川郷 自然學校チーフインタープリター

でい らっしゃいます山田俊行様の3名 の方々

です。

お客様とともに行う環境保全 ・地域貢献活動

上山静一

(イオ ン株式会社 環境 ・社会貢献部)

1.コ ーポ レイ トシチズ ンシ ップ(企 業市

民)の 意 義

イオン株式会社が行 っている環境保全活動、

地域貢献活動、コーポ レイ トシチズンシップ

とい う切り口における活動の結論は2つあ りま

す。1つは、いかにその本業のビジネスプロセ

スの中に体内化をしていくかということです。

本業というのは商品の開発であ り.、店舗の開

発、あるいは商品の配送等であ ります。

二つ 目の大きなポイン トは、ステ ークホル

ダー(利 害関係者)の 方々といかに連携をす

るかです。単にコミュニケーションというレ

ベルではなくて、具体的な責任 と相互の義務

というものを明確 にした形の リレーションを

構築 していくということ、すなわちステーク

ホルダーとしてのお客様であ り、株主であり、

取引先であり、テナ ントの方々であ り、ある

いは地域社会、従業員 とのコラボレーション

ということをいかに創造していくか、 この二

点が結論であります。

本 日は後者のほうに力点をおいて事例を報

告させていただきます。これか ら非常にシン

ボ リックな事例 を三つ紹介す ることによ り、

私 どもの活動のひとつのイメージを描 いてい

ただけるのではないかと思います。

2.イ オ ンこどもエ コク ラブ

(現在はイオンチアーズクラブ)

「イオンこどもエコクラブ」という活動を、

すでに十年来続けています。 これは環境省の

提唱する事業ですが、全国で3,500名 を越える

小学生を中心 とする子 ども達と一年間、店舗

を拠点 として環境教育を実践 しています。エ

コクッキング、田んぼの生き物調査、あるい

はネイチ ャーゲーム等のいろいろなプログ ラ

ムがあ りますが、その中のエコクッキ ングの

事例を紹介 します。

エコクッキングは、店舗で働いているいわ
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ゆるパー トタイマーを中心 とした500名 弱 の

サポーターの うち、農産物を担当している方

が旬という意味を子 ども達に伝えたいという

思いで実施 しました。旬というのは新鮮でお

いしいという価値もあ りますが、もっと多面

的な意味を持っていることを、エコクッキン

グを通 じて子 ども達に伝えたかったわけであ

ります。たとえば旬の食材は トマ トで、 トマ

トは旬の時は当然露地で栽培されます。 トマ

ト1キロを露地で栽培すると、1,100キ ロカロ

リーのエネルギーがかか ります。旬をはずす

と当然の ごとくハウス栽培 にな ります ので、

ハウス栽培では同じトマ トを1キロ作るとする

と、10倍 を越える11,900キ ロカ ロリーのエネ

ルギーがかか ります。 これは決 して トマ トだ

けの話ではな く、ナスもキュウリもだいたい5

倍か ら7倍の使用エネルギーがかかるわけです

ので、野菜の旬 ということは非常に多面的な

意味を持っているということを、子 ども達に

エコクッキングを通 じて伝えた事例です。

子 ども達は非常に素直ですか ら、学校教育

の中でそれ を壁新聞などで仲間に伝えます。

しかし、その ことに最 も影響 を受けたという

か反応が強かったのは母親です。それほどの

使用エネルギーが違 うとは全く知 らなかった

ということで、その後の買い物行動そのもの

を意識的に変えていきたいという報告が出て

います。小売業は このような小さな ことを、

繰 り返 し情報発信をしていくミッションを持

ってお り、非常に重要な こととして推進 をし

ております。

3.イ オ ン ・デ ーにお ける 「イオ ン幸せの黄

色 い レシー トキ ャンペー ン」

二 つめ の事 例 は、毎 月11日 を 「イオ ン ・デ

ー」 と して行 って い る 「幸せ の黄 色 い レシー

トキ ャ ンペー ン」です 。 蜂 の巣 状 のボ ックス

が レジのす ぐ後 ろ に置 いて あ ります が、 この

ボ ックス にはそ の店 が立地 して いる地域 で活

動しているNPO、 ボランティア団体、市民団

体 の名前とどんな活動をしているか というこ

とを簡潔にまとめた名札が張 ってあ ります。

11日 は レシー トの色が黄色に変わ り、お客様

は精算後に自分が共鳴す る活動を行 っている

団体のボックスに黄色いレシー トを投函す る

という一種の投票行為がこの活動です。私は

あなた方の活動を支持 します という無言の意

思表示になります。

六ヶ月後 に投函された レシー トの合計金額

の1%に ついて、ジャスコやマックスバ リュー

の店長が予めその団体か ら聞いていた商品を

寄贈するというシステムです。例えば点字を

広げようという運動をしている団体 には、点

字そのものを作る穴を開ける道具を寄贈 しま

した。 この他に音楽で子 ども達の病気を治す

という団体、子 ども達のスポーツ促進、自殺

防止の110番 など、いわゆる宗教 と政治以外

の地域活動をしている9,384団 体が去年1年 間

登録し、お客様か らレシー トの投函を受けて

います。

さらに今 この活動が進化 し始めています。

単にその商品の寄贈 を受けるというレベルか

らある特定の地域では、例えば生ゴミの地域

循環を具体的に店舗、地方 自治体、NPOが 実

際に運動を始めて、地域循環を創 り始めてき

ています。また、先ほど申し上げた音楽で子

ども達の病気を治す という活動は、団体がイ

ンターネ ットで活動を報告 したところ、同じ

主旨の活動 をこれか らしようという方々がイ

ンターネット上で呼応を していき、ひ とつの

地域の活動が大きな広が りを持って進化 し始

めているということがあります。

レシー トの投函には団体 によってバ ラつき

が大変出ますが、 レシー トが少 ししか集まら

ない団体か らす ると、自分達の活動が地域の

人達にあまり知 られていないのだと強 く反省

をして、買い物に来 られた方々に自分達の活

動をプレゼ ンテーションする場所を貸してほ

しいというリクエス トが来ます。店舗にはセ
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ン トラルコー トを中心 としたフリースペース

があ りますので、 リクエス トが来ればその団

体に場所をお貸 しして、自分達の活動をプ レ

ゼ ンテーシ ョンす るところに第2回 目のふれ

あいが発生し、インターネ ットでさらに進化

していきます。

4.産 学 官民 ・共同 プロジェク ト

三つ目の事例が 「産学官民 ・共同プロジェ

ク ト」です。小売業というのは基本的に地域

産業でありますか ら、地域固有のいろんな特

徴をビジネスに反映させます。結果的に地域

に還元するということを非常に意図している

産 業です。 「産学官民 ・共同プロジェク ト」

は、京都市での事例で、京都大学という大学、

京都市 という行政、環境市民というNPO、 そ

して私 どものジャスコ東山二条店 という大変

小さなお店、それから店に実際に買い物に来

られる一般のお客様、この五つのセクターが

集 まっていろんなテーマの実証実験を以前か

ら実施 し続けています。

このひとつの事例に 「地産地消」というこ

とがあ ります。 「地産地消」 というのは、そ

の土地で とれたものをその土地で消費をす る

という、最 も環境負荷の低いライフスタイル

と言われています。 しかし、なかなか広が り

ませんで した。その最大の理 由は、人出がか

か りすぎるということと、数が多 く集 まらず

コス トが高 くなることでした。このプロジェ

ク トでは実際にホウ レンソウを素材に、 この

五つのセクターが集 まってビジネス として成

り立つかというモデルを作 りました。京都市

の北部でとれたホウレンソウ、その横に他府

県産のホウ レンソウ、その横 に外国産のホウ

レンソウと大きくこの三つのホウレンソウを

東山二条店の農産売場 に置き、京都市北部の

ホウレンソウには地産地消 という環境の価値

をPOP広 告等でお客様に伝えるということを

や りました。京都産は価格が当然高 くなるわ

けですが、通常の相場が一束138円 の時に10

円高い148円 で したが6割 の方が地産地消の京

都産のホウレンソウをお買いになったという

結果にな りました。

普通お客様 というのは一円で も安い方を当

然買 うわけですが、環境 という情報、その意

義を伝えた ところ、今申し上げたような結果

が出ました。そこで京都市と環境市民という

NPOと いう第三者の立場か らこれを推奨する

ことをもう一回やるとさらに数字があがると

いうことにな ります。これは非常 に重要な情

報でありまして、148円 売価で6割 の方が購入

するとなれば、それが可能な原価構成をその

地域のエコファーマーの人達と一緒 になって

作れば、ビジネスとして これは十分成 り立っ

ということです。そのことを他府県 に水平展

開し、それか らイオン本社の非常にローカル

なマーチャンダイジングという商品開発の部

署に情報提供 して、さらにそれ を精査すると

いう形で進めています。地域貢献活動という

ことについては、イオンというその企業だけ

ではなく、それぞれのセクターの強さを活か

して、これを掛け算する方法で新 しい成果が

生まれるということだと思います。

5.イ オンの環境理念 とその具体的活動

私たちイオンは、 「お客さまを原点に平和を

追求し、人間を尊重 し、地域社会に貢献する」

というグループ理念のもと、企業市民 として

の社会的責任を果たすため、社会貢献活動と

環境保全活動を積極的に推進 していきます。

同時に私たちは、 これ らの活動が地域に根

ざしたものであると認識し、地域の方々との

パー トナーシップを育み、循環型社会の構築

を目指 します。

社会貢献活動というのは、寄付行為 を行 う

という活動だけではな く、本業そのものの ビ

ジネスプロセスを変えて結果的に社会貢献を

す るということが大切です。例えば、ある自

18



野外教育による地域貢献

動車会社がハイブリッド車 を開発 し、今それ

が商品の中心にな り、結果的に環境に優 しい

現象を生み出している。まさに本業の中に ビ

ジネスプロセスを変えて社会貢献 しています

が、この姿をイオンの中に作るという意味で

す。重要なのは地域 とのパー トナーシップ、

それか ら未来を担う子 どもへの環境教育 とい

う実践を通じて健やかな成長を支えるという

ことです。これは子 どもにとって良いことを

やるという意味ではなくて、イオンを土俵に

して子 どもが 自主的に何か を体感するという

場面をかな り多く作っていきたいという環境

方針の中核的なものです。

それから環境 に配慮 した商品の開発 と、環

境に配慮 した店舗作 り、いわゆるエコス トア

というものを新 しく作 りましたのでこの報告

をします。エコス トアは名古屋市千種に先月

オープンしました。コンセプ トは変革と技術

革新、情報発信、学習と協働 ということです

が、今 日報告 したいのは学習と協働 というこ

とです。かな り意 図的に子 ども達に対 して、

自ら環境に関 して気付 く、あるいはそれを体

感す るということを組み入れています。具体

的にハー ド面では、最 も適 した自然エネルギ

ーを導入 し、環境負荷の小さい、環境効率の

高い建築資材をかな り使っています。ソフ ト

面では、環境配慮型商品をよりお客様に供給

するというレイアウ ト、プレゼンテーション

を行っています。それか ら廃棄物の循環を地

域のNPOと 実際に作っているというアクショ

ン、それから情報開示 ということでどのよう

な環境に関するパ フォーマ ンスが具体的にあ

るのかという子 どもにもわかるエコインフォ

メーシ ョンのシステムを店内に導入するなど

しています。このように環境に関 して今まで

個別にやってきたことの集大成 として全部取

り入れたという店舗を作 りました。

もう一つ 報告 した いの は 、 「イ オ ンふ る さ

との森 づ く り」 とい うこ とで1991年 か ら新 し

く店舗 をオ ー プンす る時は、必 ずそ の地域 に

もともと自生 している木をその地域にお住ま

いのお客様 と一緒になって植え続けるという

ことをやっています。 これまで54万 人のお客

様が ここに参加をしていただいて、540万 本

くらいになっております。結果的に1,400ト ン

くらいのCO2の 削減には寄与 しているわけで

ありますが、いずれにして も緑いっぱいのシ

ョッピングセ ンターを作 りたい とい うこと

で、かな りの子 ども達が参画しています。さ

らに毎年一回の育樹祭 というメンテナ ンスを

大変重要な活動として位置付けています。

6.イ オンにおけるその他の環境活動

最後に報告したいのはイオン1%ク ラブとい

う活動です。1989年 に設立 し、税前利益の1%

を資金 として環境保全 と国際的な文化、人材

の交流、地域の文化、社会の親交をテーマに

いろんな活動を しているのですが、その1つ

の活動でカンボジアに屋根のある学校をプ レ

ゼン トしようということを3年 間にわたって

募金を呼び掛けてきました。カンボジアでは

屋根のある五つの教室のある学校は400万 円

でできます。お客様に呼び掛 けて3年 間でお

よそ70の 学校を造ることができました。 この

活動にお客様や従業員か ら5000万 円の募金が

あったとすると、追加5000万 をこの1%ク ラブ

が拠出 して合計1億 で学校を造 るという活動

を続けています。そ こには必ずエコクラブを

中心 とした 日本の子ども達が開校式 に参加 を

するということも続けています。 どういうこ

とを感 じて子 どもが 日本に帰るか ということ

は大変意味のあることと思ってお ります。こ

の子 ども達が5年 後、10年 後 に大人として成

長していけば、環境に関する感受性が全 く違

う大 人がそ こに成長 して いるということが

我々は横で見て感 じるわけであ ります。非常

に重要な活動 と思って1%ク ラブは継続 してい

ます。

それか らもうひとつは財 団法人のイオ ン環
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境財団 というものを作 って、発展途上国と日

本の環境活動を行 ってお ります。 この時 も必

ず 中心となるのはボランティアの人達です。

例 えば万里の長城 の植林活動を3年 間にわた

って行いました。単にお金だけを供出するこ

とではない活動を地道ですが続けて います。

財団法人として実施 しているのは、企業の経

営成績が変動をすれば、 こういう活動も変動

をす るということがあってはな らないと思っ

ていますので、別途の公益法人にしたという

ことであ ります。

7.イ オンの今後の課題

私たちとしては社会的に責任のある企業に

変わ りたいと思っています。しか し、まだ十

分にそれができてるとは思っていません。そ

ういう意味で大変重要なのは、企業の経営資

源を活用 したイオン各店舗でのイオ ンデーの

ような地域の支援活動、それから社会的な商

品やサー ビス、社会的事業の開発というショ

ッピングセンターの開発の ビジネスプロセス

を変えるということです。さらに経営活動の

プロセスに社会的公正性、倫理性、環境の配

慮というのを組み入れて、誰がやっても同じ

アウ トプッ トが出るということが本質的な企

業における社会貢献活動だという風に思って

います。その中のコアにあるのが、対子ども

たちとの関係をどのように組み入れて実践を

していくか、そ して成果 を出すかということ

だと思っています。

金沢大学 「角間の里山自然学校」が取 り組む地域交流

佐 川 哲 也

(金沢大学 「角間の里山自然学校」)

1.里 山 自然学校の 目的

金沢大学は13年 くらい前にキ ャンパスを山

の方へ移転 しました。キャンパスは200ヘ ク

タールほどありますが、兼六園か らの景観が

悪 くな らないように、キャンパスの兼六園側

を開発 しないで里山が残されました。金沢大

学はその里山を活用 して角間の里 山自然学校

を立ち上げたというわけです。

設立主旨は三つあります。角間キャンパス

内の里山を教育研究フィール ドとして整備す

ること、その里山を市民交流の場 として開放

し生涯学習 の機会 を提供す ること、そ して、

荒廃 した里 山をできる限 り復元 ・保全 し、ほ

とんどできていないとも思 いますが、できる

ならば二十一世紀の里山モデルを作ろうとい

うことです。

2.里 山自然学校の歴史

角間の里山自然学校は平成11年 にスター ト

しましたが、初年度は地元の方 と竹林整備を

少 し実施 しただけでした。これでは駄 目だ と

いうことで、次の年に季節 ごとに何か活動 し

ようと年4回 の活動 を実施 しま した。これで

も駄 目だということで平成13年 度は毎月行 う

ことに決め、毎月その時々に必要な活動は何

だろうと計画を立てなが ら実施 しました。や
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は り月1回 で も全然駄 目で した。次の年は、

もう少 し多 くや ろうということで、月2回 の

活動に増や しました。第二土曜日と第四土曜

日を定期活動 日と決めて、とにかくその 日に

何かするということで一年間や りました。や

っぱり駄 目でした。 しか し、よく考えるとこ

れ以上や ったら教員 としての本務ができな く

なるということで、これ以上増や さないこと

にしました。

平成13年 だった と思います。里山自然学校

の活動 に参加 している方 を里 山メイ トと呼

び、特に熱心に参加 している方達に 「自分達

の会 を作 りませんか」 と呼びかけて会員組織

を作 りました。そしてその人達 と協力しなが

ら活動を始めてきました。平成15年 か らは、

里山メイ トのアイデアを積極的に取 り入れ、

彼 らの企画 を採用 しなが ら取 り組み ました。

平成16年 には これはなかなかいけそ うだとい

うことで、メイ トの皆さんにいろいろな企画

を出してもらい、それを里山自然学校 と連携

して月に二回の事業 を行っています。今年度

は、里山に合 うような、 とても大学 らしくな

い建物ですけれども、古い民家を移築できま

した。 こういう建物ができた ことを契機 に

「角間の里」 という名前で呼んで、 ここを拠

点 として活動をしています。

3.里 山自然学校のスタ ッフとネ ッ トワーク

づ く り

スタッフは、代表が理学部の教授です。事

務局長は私です。二人を中心 として理学、教

育、経済、薬学など様々な教員の支援 をいた

だいて自然学校を運営 しています。その他 に

非常勤で里山の研究員、今年から地域連携コ

ーディネーター という方 にフルタイムではな

いですが、二人来ていただいています。それ

か ら非常勤の事務員一名です。大学の正規の

組織として 自然学校が位置付いてお りません

ので、常勤の事務職員はお りません。それか

ら、 これが課題 と言えるか もしれ ませんが、

学生の主体的な参加は現在のところあま りな

いという状況です。

里山を持つ大学とのネッ トワーク構築 と交

流 ということで、去年か ら里山のある大学の

京都女子大学、龍谷大学、それか ら移転を計

画 している九州大学 この四つの大学 とネ ット

ワークを組んでお互い交流 しています。

4.里 山自然学校の事業

里山自然学校では、植物や昆虫、動物や野

鳥、きのこな どいろいろな自然観察会 を定期

活動の中に入れています。特に動物というの

は冬場、雪の上での足跡観察会です。里山保

全活動では大学キャンパス内の竹林や雑木林

を整備 します。 これ以外 では、近 くにある小

学校の総合的な学習の時間な どの学習支援、

それか ら知的障害を持つ児童生徒の里山学習

支援です。ここでは、養護学校の子 どもたち

が教室でない里山の中でどんな学習ができる

のだろうかとい う取 り組みを続けています。

今年か らは、学習障害を持つ生徒も参加 して、

彼 らが どのように変化 していくのだろうか、

ということも連携 して取 り組んでいます。そ

れか ら学生のための授業や学校教員のための

里山学習研修会です。 この教員の研修会は、

理科あるいは生物部会の方達が参加 して、一

緒 に山を歩きなが らどういう風に使えるだろ

うという意見交換や大学の研究 を紹介 し、そ

れに一緒に取 り組んでいくということが動き

始めています。

それか ら里山ボランティアの研修プログラ

ムもあります。これは地元のイ ンタープ リタ

ーの会のような方達 と連携 してのボランティ

ア研修です。大学ですので里山観測拠点とし

ての生態学的研究、市民を対象 とした里山講

座の開催にも取 り組んでいます。石川県 ある

いは市町村 と連携した里山フォーラム も開催

しています。 これはまだまだ動き始 めたとこ
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ろで、まだどう展開 していくかわかりません

が、行政と連携 した中山間地対策支援にも取

り組み始めました。

5.角 間の里山メイ トによる企画プログラム

「角間の里山メイ ト」は 自然学校の任意団

体 と位置付け られ、平成17年 度の会員数160

名で最近建物ができて少 しずつ増 えて いま

す。会費は年間2,000円 です。里山メイ トによ

る自主企画 を採用 しています。里山メイ トに

は早 く自然学校か ら独立 していただき、パー

トナーシップの関係でやっていきたいと思 っ

ています。幹事会 というのを作って動きだし

ています。いろいろ意見が出てきますが、肝

心な ところになると 「先生お願 いします」 と

な り、独立 していくには時間がかかると思っ

ています。

平成16年 度に里山メイ トはこんな企画を実

施 しました。金沢市周辺 では棚 田の ことを

「ヤチダ」 と言いますが、「ヤチダ」での米作

りと餅つきです。それから竹林整備 と竹炭づ

くりや竹馬作 り、遊歩道整備 と雑木林の下草

刈 り、里山料理体験ということで笹寿司、草

餅、そ して茸の栽培、椎茸やナメコを栽培 し

ています。さ らに地元小学校の総合的な学習

の時間の支援です。これはメイ トの方達がボ

ランティアで子どもたちに植物の話をするな

どの支援 を行 っています。あとは植物調査で

す。大学がや る植物調査にメイ トの人達が参

加 して、かな りレベルが上がっています。ま

た、 「ちっちゃいものクラブ」という幼児 と

親が参加 して親か ら子に伝えたい昔遊びや、

首飾 りづくりそれか ら竹スキーなどを実施 し

ています。平成17年 度には、雑木林の再生と

遊歩道の刈 り開け、北田の棚田復活、藍の栽

培 と藍染め、里山の植物草木染め、山野草の

移植プロジェク ト、 目の不 自由な子 どもを里

山へ招待 したいとか、記念館の前に竹藪を切

って梅林にするなどの活動を、メイ ト自身が

企画を立てて実施 しています。

田んぼ作 りでは、最初は箱苗 をいただいた

のですが農薬が使ってあるということで、次

か ら自分達で直蒔きを始め ました。「50年前

の農業 を復活 しよう」と里山メイ トは言って

います。小学校の支援の一つとして、昔の千

歯こぎを子 どもたちに体験 させています。そ

れか ら自分達が育てたもち米で餅つきを行っ

ています。また、わら草履作 りをお年寄 りに

教えてもらうような活動をメイ トが中心とな

って実施 しています。

学生の授業の一環 としては、地理学の実習

で、掘ったタケノコを次の日市民が運営して

いる朝市へ持っていき、売る体験 をしていま

す。それか ら自分達の焼いた竹炭 を学園祭の

時に販売しました。今年の春は山菜をみんな

で食べようと山菜を採ってきた り、みんなで

笹の葉を採ってきて笹寿司を作 りました。工

作的な活動としては、花の首飾 り作 り、ホオ

の木の葉っぱを使った風車作 り、 ドングリを

使った工作などの活動があ ります。

6.自 然学校の成果と今後の課題

里 山メイ トの活動 か ら里 山 自然 学校 の成果

は何か と考 えてみ る と、保 全、多 様性 、楽 し

み、恵み 、文化 、健康 、研究 の支援 、 自然体

」験、 生 きが い、感 動 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン、

多 世代 、居 心地 、責任 な どのキー ワー ドが導

かれ るで しょう。

里山と付き合ってみると、里山の時間、リズ

ムというものが分かってきて、無理したら何に

もならない、里山との付き合いは何年 もかけて

無理せず楽 しむことが大事だ、ということが分

かってきています。また、里山活動に関心を持

つ市民は増えてきており、里山は家族や市民が

交流する本来の親密さを取 り戻す優れた空間だ

ということも分かってきました。

里山は地域作 り、まちづくりを活性化させ

ます。 また、大学生は非常にバーチャルで仮
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想的だというような ことも分か ってきていま

す。自然学校という形で取 り組んでいて、自

然学校の学校観 というものをこのよ うに考え

るようになりました。子 どもというのは里山

に感動する増幅装置で、大人ばか りでは面白

くないのですが、子どもがいることで感動の

ポイン トを教えてくれて、さらに非常に盛 り

上がって くれるので、子 どもはなくてはな ら

ない構成要素だと考えています。

里 山が 「教える―学ぶ」の関係ですが、こ

れは双方向で決して先生から生徒へという縦か

ら縦の関係ではない、そういう意味での学校で

はない、個人の関心によって自由に配列できる

「超学校」と書きましたけれ ども、そういうも

のであると思います。言い方を変えると非常に

教科書的でないものと理解 しています。経済的

に価値を失って忘れられた空間となっていた里

山が、自然、環境、共生、感動、直接体験など

様々な価値を媒介する優れた現代メディアにな

っていると理解 しています。

自然学校の課題ですけれども、大学は里山

プログラムを提供するイベン ト業ではないの

で、教育、研究を通 じた取 り組みがきっと大

学 らしい社会貢献になるだろうと考えていま

す。大学はこれまで地域社会の期待にほとん

ど答えていなかったということを市民と付き

合 うようになって分かってきました。 もっと

市民の声に耳を傾け、パー トナーシップを持

って取 り組むことが必要であり、そのために

は学生を含めて学内の組織作 りをもう少しし

っか りしなくてはいけないと思っています。

さらに地域 との交流で貢献とまで言えない

ですが、最初か ら地域貢献とか社会貢献 と力

んでも駄 目です。市民と共 に里山で交流する

ことが、結果的として地域貢献 と評価 されて

いるようだと理解しています。交流を通じて、

市民が大学の地域貢献を支えてくれています。

これはメイ トの皆さんの ことですが、大学が

企画 したプ ログラムに参加 して いただいて、

それに熱心に取 り組んでくれることが結果 と

して大学の地域貢献を盛 り上げて くれている

と現時点では感 じています。そして、大学の

魅力を市民に探求 して もらうこと、大学はこ

ういうことが面白い、素晴 らしい、 もっとや

らせてほしい、ということか ら大学の地域貢

献ということが理解されると思っています。

自然 学校 と地域 の関わ りにつ いて
―トヨタ白川郷自然學校の立ち上げを通して―

山田俊行

(NPO白 川郷 自然共生 フ ォー ラム 、 トヨタ 白川郷 自然學校)

1.白 川郷自然共生フォ―ラムと自然学校

の設立

岐阜県の白川郷に トヨタ自動車がつ くりま

した トヨタ白川郷自然學校の立ち上げを通 し

て、NPO法 人白川郷 自然共生フオーラムが ど

のように地域貢献、地域 と関わ っているのか

という ことを簡単 にご紹介 したい と思いま

す。白川郷自然共生フォーラムは トヨタ白川

郷 自然學校の運営の業務委託を受けるという

形になっています。実は、 トヨタが自然学校

をつ くるという話と私達がNPOを 立ち上げる
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という話が平行に進んでいました。そのあた

りをまず時系列で簡単にご紹介 いた します。

始ま りは、 トヨタ自動車が岐阜県の白川郷、

白川村に土地を買収 した ことか ら始 ま りま

す。 これが約30年 前です。172ヘ クタール、

一つの集落が集団離村 した土地を買収 したこ

とが始 まりです。ちなみにここは非常に雪の

深 い所で、白川郷 と言 うと雪の景色 を思い浮

べる方 もいると思いますが、その白川郷の集

落で2メ ー トル積 もる時、ここでは3メー トル

か ら4メー トル も積 もります。昭和56年 の豪

雪の時、ここでは8メ ー トルの積雪があった

と言われています。

そういう中で環境 に対す る意識の高まりと

いうことや、社団法人 日本環境教育フォー ラ

ムが 「自然学校宣言」を出したり、また、そ

の日本環境教育フォーラムの理事 と トヨタ自

動車の環境担当者が出会った りということが

あって、 トヨタ自動車の中に自然学校 を作ろ

うという話が決まったと聞いています。これ

が2000年 ぐらいのことと聞いています。この

ような経緯で 日本環境教育 フォーラムが自然

学校 をつ くることをコーディネー トしようと

いうことにな りました。

2.自 然学校 の 目的 と運 営

トヨタ自動車でつ くった トヨタ白川郷 自然

學校の設置の 目的が三つあげ られています。

一つ 目が、企業、NPO、 地域 と三者共同によ

る 自然体験型環境教育 の実践 の場 を提供す

る、二つ目が、広 く一般にも解放 し自然 と触

れ合うきっかけを与え、癒 しの場を提供する

ことです。 これは トヨタ自動車社内の表現な

のですが、広 く一般 にもというのは、つまり

トヨタの社員の保養所ではないということで

す。それか ら三つ 目は、 自然体験型環境教育

活動 を通 じて、周辺の自然環境を改善、回復

するということがあげられました。

それをもとに運営はどうしようかという時

にNPO設 立の話が立ち上がってきました。そ

こで、基本的な運営については、すでに計画

段階からア ドバイザーはNPO、NGO関 係者で

したので、そういう方々と共同で 自然学校 を

運営 していくことが求め られているのではと

いうことで、新 しいNPOに 運営を委託 しよう

ということになりました。

基本的には トヨタ白川郷 自然學校 というの

は トヨタ 自動車環境部 の一事業にな ります。

その一事業の運営をNPOに 業務委託 した とい

うことにな ります。白川郷自然共生フォー ラ

ムの設立が昨年の10月8日 にな ります。活動

内容としては、 トヨタ白川郷 自然學校の業務

運営、それから地域 自然保全活動な どという

ことにな ります。役員の構成は大きく三つで

すが、 トヨタ自動車 と白川村役場村民、それ

からNPO関 係者ということで、日本環境教育

フォー ラム、 日本野鳥の会、世界 自然保護基

金、ボーイスカウ ト、ガールスカウ トなどに

所属 して いる者です。 日本 中の環境NPOの

方 々と 一緒に作 り上げたNPOに なっていま

す。企業 と行政関係者それからNPO関 係者が

入ったNPO法 人というのは、全国的にも非常

に稀だという風に言われてお ります。つまり

最初か ら、白川村の地元の方々、役場 と一緒

にこの 自然学校 をやってい こうじゃな いか

と、いうコンセプ トになってお ります。

3.ブ ナの森復 元 プロジェク ト

自然学校の事業をつめていく中で、NPOサ

イ ドから トヨタ自動車に提案 した ことがあ り

ます。 トヨタ白川郷自然學校は、 トヨタ自動

車の一事業ですが、取 り組むべき課題 として、

長期に渡る自然貢献活動 をプロジェク トとい

う形で折 り込んだ らどうで しょうか というこ

とを提案 しました。これについて承認いただ

て自然学校の方では様々なプロジェク トを展

開してお ります。

どのようなプロジェク トを作ったのかとい
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うと、一つ 目は、ブナの森復元プロジェク ト

というものがあ ります。高速道路の トンネル

を掘った後にどうしても土砂が出ます。その

土砂の捨て場を自然学校の敷地内に設けてあ

り、一面のガ レ場ができています。約7ヘ ク

タールあ りますが、そこを白川村のもともと

の森であるブナの森に戻 していこうという計

画を立てました。

また、世界遺産の合掌集落は毎年一軒か ら

二軒が屋根 をふきかえますが、合掌集落の屋

根のふきかえた時に、古 い屋根は地元の方 に

言わせると山の肥や しにしたということを言

っていますが、今 まで山に捨てていました。

緑化するにあたって、 これを植林に生かそ う

と、木 を植えた後の根の周 りに丁寧に巻いて

います。土の乾燥を防 ごうと植林活動を進め、

白川村の山野草 を中心に植樹 してお ります。

つい先 日、6月11日 、12日 の2日 間にわたって

木 を植えました。その時は400本 ～500本 、そ

れか ら山野草 も500鉢 ほど植えました。何 も

ない、全 く何 もない所ですので、 トンネル残

土は700か ら800メ ー トル下の土なので、栄養

分は全くない、ただの石です。そのまま置 い

て も何も芽が出ないので、 これで も栄養分の

ある土にします。何を持って完成と言うのか

難しいですが、少なくとも20年 はかかるので

はないか、20年 ぐらいすればようやくその林、

あるいは森にはなるかなと感 じています。

4.バ タ フライガ ーデ ンプ ロジェク ト

それから二つ目は、バタフライガーデンプ

ロジェク トということに取 り組んでいます。

自然学校周辺は、30年 間人が住んでいなかっ

た結果、いい意味では手付かずの状態でした。

そのため絶滅危機種のギフチョウが非常に沢

山生息 しています。 このギフチョウを増やそ

うと、自然学校の敷地内に生息環境を整備 し

ていこうというものです。具体的にはカタク

リの花 を増や し、それからこのギフチョウは

飛騨地方ではウツバサイシンという植物 に卵

を産むのですが、その卵を産む植物 を増やそ

うとしています。この二つを敷地全体で展開

してい こうという事業です。当然チョウにと

っては トヨタ自動車の敷地であろうが、その

周 りの敷地であろうが、関係ないところ飛ん

でいます。地元の方々からも何度か他の所で

もやって欲 しいという話をすでにいただいて

いまして、一緒にや りましょうという話を今

進めている最中です。

5.不 耕起冬季湛水稲作

三つ 目が不耕起冬季湛水稲作です。 白川村

は世界遺産 に登録されていますが、水田が不

可欠です。ところが、人 口2,000人 の村 に年間

150万 人の観光客が来 ます。観光客が来ると

当然観光業がさかんにな り、その結果稲作ど

ころではなくなるわけです。今はその景観 を

維持す るためだけに 一生懸命稲作をしている

状況です。村の方々は口をそろえて負担にな

っていると言 っています。何 とか手間がかか

らない稲作 を提案できないか ということで、

千葉県の岩澤 さんという方が一生懸命進めて

いる不耕起栽培 にまず 自然学校で取 り組み、

実験 した結果を世界遺産集落に反映 していこ

うということにな りました。耕さず冬 も水を

貯える田んぼは生き物が非常に増えていきま

す。それが原因かどうかは分か りませんが、

夜 にな ると虫が来す ぎて困っているく らい

で、夜は窓 を全 く開けられない状態です。た

だ、生き物がた くさんいることはいいことだ

と思っていますので、この調子 で田んぼもや

っていきましょうと言っています。

6.古 道再開 プロジ ェク ト

四つ 目は古道再開プロジェク トということ

を実施 しています。 もちろん どの地域にも古

い道があ ります。白川村 も昔歩いて渡ってい
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た旧道がたくさんありますが、それを何 とか

再開しようとしています。蓮如上人が歩いた

と言われている蓮如峠に通じる道をこのまま

朽ち果てさせ るのではなくて、もう一度復活

させて歩いて行 こうじゃないかということに

挑戦 しています。

その他 に地域の子 どもたちへ という こと

で、白川村教育委員会にプログラムを提供 し

ています。例えばこれは去年やった事業です

が、 自然素材で作った ロボッ トで、暗 くなる

と、首を振 るふくろうを親子で作 りました。

また、放課後の 自然遊びプログラムの提供、

白川村 の小学校高学年、中学校一年生のリー

ダー養成キャンプのコーディネー トな ども実

施 しています。

7.地 域 との共生

現時点で地域への貢献は何かということで

すが、職員が20名 いますので、白川村は人口

2,000人 ですか ら1%増 えました。それか ら当

然それに関連 して買い物や税金な どについて

明 らかに貢献 していることでしょう。その一

方で、先程 も紹介 したプロジェク トで、本格

的にはまだまだこれか らですが、環境汚染 と

いうものはなかなか先が見える、す ぐに結果

が出るものではありませんので、結果が出る

のは これか らだと思っています。若い人材の

交流 ということも村中で非常に期待をされて

います。過疎地域ですので、若い女性が行 く

とうちの嫁にどうかという話ばか りがいつも

出てきます。それが交流になるのか分かりま

せんが、 このような期待もされています。そ

れから自然学校利用客増加による波及効果も

当然あると思っています。

つまり、まさに今始 まったばか りというこ

とです。とにかく続けることが一番の地域貢

献 になると考えています。村の方々も、それ

こそ世界遺産集落 というのは300年 、400年 、

何百年 と生活 し続けた方々ですので様子を伺

って います 。1年 、2年 、3年 、4年 ぐらいでは、

「や って いるな 」 とは評 価 して いた だけ な い

と思 ってい ます 。 とにか く焦 らず 諦めず とい

う姿勢でや って い こうと思 って います 。

【質疑応答】

コーデ ィネーター:各 シンポジス トに2点 お

聞きします。1つ めは、報告いただいた地域

貢献活動の達成度、自己採点は どれくらいな

のか、また、地域の方か らどれ くらいの評価

を していただいているのかということ。2つ

めは、今まで進めてこられた活動をさ らに発

展 してい くために行 っている評価 のポイン ト

は何か、あるいは今後さらに必要だと考えて

いる評価のポイン トは何か。

上山:よ く言われるのは企業という利益を追

求する社会的組織が、いわゆる社会貢献活動

というのは一見馴染 まないのではないかとい

う話があ ります。 これは社内でもそ ういう論

議があるのですが、基本的に世の中がどん ど

ん変わっていて、企業 というものを評価する

評価軸が どんどん変わってきています。 トリ

プルボ トムラインとい う言葉があ ります が、

経済的な評価 、それから社会性ということに

関する評価があ ります。もう一つは環境 とい

う問題。二十一世紀の大きなテーマで、環境

に対 してどういうアクションをとるか。この

三つの評価軸で企業が評価 をされるというこ

と。 しかもそれがマーケッ トという市場の中

で評価がされるという世の中に変わって、例

えばSRIフ ァンドというものが世界的に非常

に成長してきて、そういう トリプルボ トムラ

インか ら見て評価が高い企業により低利な投

資をしていくというファン ドが大きく成長し

ていることが事実あります。日本はまだ遅れ

ていますが、 どんな企業が社会から求められ

ているか ということはもう明確なわけです。
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そ ういう企業 しか残れないような社会に今変

わってきています。

具体的には中期的、長期的に見て、お客様

が店舗を選ぶ時 にジャスコが選ばれるという

ことを我々は目指 しているわけです。だか ら

そ ういう全く従来とは異なるような具体的な

評価 を企業は受けるべきだと思います。私共

も先進企業さんのような企業に変わ りたいと

いう宣言 をして、ベク トルを全部そ こに合わ

せているわけです。それが評価 ということに

関する私の答えである し、それを今や り続け

ているということです。それか ら自己採点で

すが、私はまだまだ合格点は与え られるもの

ではないと思っています。

コーデ ィネ ータ ー:合 格 点 をいた だ くとい う

のは永久 に難 しい ことで し ょうか?

上山:そ んな ことはないと思 っています。4

年半前に今の仕事 に就 いて、4年 半前の状態

と今のイオンの状態というのは明 らかに成長

していると私は言えますけれ ども合格 ライン

ではない。ただ地域によっては合格 といって

いい地域は正直あ ります。

例えば滋賀県、あるいは京都市などある特

定の地域で、コラボ レーションが非常に成長

して、結果的に自分のバ ッグで買い物をす る

という率が格段 に高い地域があるわ けです。

もう3割 を超えるお客様が、 レジ袋はい りま

せんと言います。大きなばらつきがある中で

地域力というものが大変成長 しています。そ

の根底が、自治体 とか市民の人達、あるいは

企業の努力が掛け算に完全になっていると思

える地域があるので、そこは合格点だと思 い

ますが全体ではまだまだです。

佐川:ま ず達成度ですけれ ども、私個 人から

言うと、オーバーワークです。里山自然学校

は毎年非常に拡 大を していると思 ってい ま

す。例えば、去年考 えていたことが今の時点

で達成できたが、次のことがどんどん生まれ

てくるので、いつまでたっても満点にな りま

せん。

その理由は、大学 として 自然学校をどうい

う風に取 り組んでいった らいいのかというこ

とをうまく見定め られないまま、いろいろな

事業 をやっている、や りたがっているという

ようにも思っています。達成度 という点では

かな り満足感はあ りますが、どこまでやって

も満足 しきれない状態です。

また、我々の活動に対す る評価 をもっと上

げてほしいとも思っています。それから住民

の満足度 ということもこれは一概 に申し上げ

にくいと思っています。地域 レベルでの活動

ですので、大学の高度な ことを提供する こと

は必要ないだろうと思っています。大学とい

うところが敷居は高 くないということを理解

していただ くに、里山自然学校は結構よい活

動が実施できていると思っています。また、

大学やっている研究 をメイ トの方が関わって

いるので、質の高さという点でも一定の人達

には満足感を与えているだろうと思っていま

す。

ただ、里山自然学校をどれだけ地域の人が

知って くれているのか、というところで点数

をつけると、まだまだ非常に知名度は低いと

思 っています。石川県の放送局が、夕方の番

組で 「角間の里」を生中継 した りしているの

で認知度も高まっていますが、それ を見た次

の日には人が どっと押し寄せるくらいです。

私が ポ リシー と して考 えて い るのは、里 山

を通 じて何 かや りた いとい うアイデ アを どな

たかが 持 ってき た ら、 断 らず に 「とにか くや

っ てみ よ う」 と言 う ことです 。 「と にか くや

って みて、考 え ま しょ う」 と。だ か らまた困

って い くのですが 。最初 の話 で言 うと分母 が

さ らに大 き くな って満点 に近 づ いて いか ない

のは 、 自分達 が大 き くなって い る証 拠 と思 っ

てい ます。

「角間の里山メイ ト」は、金沢大学の秘蔵
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っ子ではな くて、ある一つの団体にすぎない

と思っています。いろんな団体が もっとたく

さんできて、里山の大学のプロジェク トが進

んでいったらと思っています。

コーデ ィネーター:次 はNPO白 川郷 自然共生

フォー ラムの山田さんですが、事業が四月に

立ち上がったばか りで、事業がまだ終わって

ないかもしれませんが、立ち上げの経緯ある

いは三ヶ月ほどたった ところでの感 じられ る

評価 に対する考えについてお願いします。

山田:NPO法 人 としての活動はまだまだこれ

か らです。 自然学校としてはすでに事業が進

んでいます。ソフ ト部分に関してはまさにこ

れか らという感 じです。いろいろな方が 「わ

しは山の名人だ」 とおっしゃってですね、ど

なたにお話 をお伺 いしていいのか分か らない

状態です。そういう方々はある人に質問に行

くと、 「何でお前はあいつに聞きに行ったん

や、わしになぜ聞きにこんのや」 と言われま

す。地域の方 との人間関係づ くりが難 しく、

地域の方か らの評価 については、私たちもま

だ評価 しきれない段階です。

コーディネーター:私 のほうか らどのように

事業を評価 し、その活動につなげているのか

という質問をさせていただきました。フロア

ーの方か らもできれば評価 、あるいはその使

命、ね らいの ことに関して どう考えているの

かという質問をお願いします。

フロアー:国 際基督教大学の松岡です。評価

の前に トヨタ白川郷自然学校の 「学」を 「學」

という難 しい字を使っていますが どういう意

図でしょうか。また、基調講演 の涌井先生の

話にあった、産業社会を作るための人を教育

していくためには、その社会 に合った、産業

構造 に合った人を育てていくとい うことで、

知識を一方的に与えるだけの上か ら下への教

育が効 率的になされ るということがあ りま

す。それとは違って、世の中が多様化 してき

ていろんな人が出てくると、まさに何が起 こ

るか分か らない自然の中でどう自分が対処 し

ていくのか、その場その場で 自分が付き合わ

なければいけない、そ ういう力を創る、そ う

いう力を提供 していくのが野外教育の中にあ

り、他の教育 と違 うところ、特徴であると私

は思っています。そ ういうところの観点の評

価の視点をどのように持たれているのか、そ

れをどのように考えているのか、またどうい

う風にしていくのかというところで、その視

点か らも貢献度についてお考えをお聞かせ く

ださい。

コーデ ィネ ータ ー:野 外 教育 にお ける人づ く

りとい う視 点で の評価 の観点 、軸 とい った点

につ いておね がい します。

山 田:一 つ めの 自然学校 の学 とい う字 が難 し

い字 にな って いるの は、小学校 、 中学校 とは

少 し違 うと い う こと と、 もと も とあの 「學 」

とい う字 には悟 る とい う意味 があ る と漢和 辞

典 に書 いて あ りま して 、そ の悟 るとい うと こ

ろを大 事 に しよう とい うことです。伝 えるの

で はな く、そ の 自然 の 中で気 付 いて ほ しい、

悟 って ほ しい と、い う ことを私 達 も日々大 事

に して います 。そ うい う意 味で 日々の プログ

ラム の ふ りか え りや 評 価 の時 に、 参 加 した

方 々か らの、 「イ ンター プ リター と一緒 に歩

くと こんな 面 白い ことに気付 いた」 とい う声

を集 め るよ うに して います。 今はそ れ を評価

と考 えています。

佐川:自 然とどう対処 していくのかという視

点は、現在のところ持ってお りません。それ

は、そういう視点 を持ったスタッフが現在の

ところいないか らだとしか答えようがありま

せん。しかし、最初話 をさせてもらった学校

とのかかわ りで言 うと、教科書的でない、順
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序に非常に自由度があり、それはどんな学習

の仕方でも、順序はいくらでもあるというこ

と、それか ら双方向的であって、子 どもを見

て大人が学ぶ というところが非常にバ ラエテ

ィーであるというところが特徴だと思ってい

ます。それか ら、里 山は自然ですけれ ども、

非常に文化的な内容を持った技術 とも関わっ

ています。そ こには非常に縦の幅が広い参加

者が加わっていますので、同世代の交流だけ

じゃない、おじいちゃんおばあちゃんという

先人の知恵や アイデアを引き継いでいくとい

うか、そういう可能性はあると思っています。

とにか く自然 という場所の魅力に引き付けら

れなが ら、交流できることが学校的かなと今

のところは考えています。

上山:非 常に感 じることが今 までの経験であ

ります。私は体験 をすることについての価値

というものを痛絶に感 じるシーンに何回か遭

遇 したことがあ ります。ポイン トは二つあり

まして、先程の子 どもエコクラブの活動であ

るとか、エコロジー ミュージカルの時の子 ど

も達が態度変容 していくプロセスを横か ら見

ている時 に、 どういうものが彼 らに刺激を与

えて彼 らの態度変容 を生み出 しているのか、

というのを感 じる時に、やはりその体験をす

る前 に共感 という行為が、彼 らにあるという

ことに非常に相関があると思います。

もうひとつは、以前に能力開発部を担当し

たことがあるのですが、ジャスコ大学とかイ

オン大学院 という、企業大学の教育プログラ

ムを作って、それを企画 し運営 していたので

すが、私 どもの従業員は店舗の85%が その地

域にずっと住んでいる主婦の方だと申し上げ

ましたけれども、彼女達が持っている暗黙知

を含めた知恵をいかに言語知に変換するかと

いうマネジメン ト能力がす ごく重要なわけで

す。 もちろん暗黙知というのは文字にして書

くことも言葉にも発声することはできない。

しか し、何かおか しいという事 を感 じる暗黙

知を言語知に変換するというマネジメント能

力が、店のマネジメントにとってものす ごく

重要な能力であるということにな り、プログ

ラムの中に入れて現在 も評価 しています。そ

の時に非常にマネジメン ト能力の高いと評価

を受ける人達のいわゆる体験の頻度の高さと

いうことがやっぱりあるということです。

こういうことを臨床的に我々は感 じてきま

した。おそ らく野外教育というのは、体験を

するということの密度が 日常とは非常に違う

のだろうということを涌井先生の講演を聞い

て私は感 じました。

コーデ ィネ ータ ー:野 外教育 の指導 者が活 動

中 にい ろいろな ことを感 じる ことを、地域 の

方 にフ ィー ドバ ック して い く ことで地 域 の貢

献 にもつな がって い くのかな とい うよ うな こ

とも感 じました。

フロアー:明 治大学の星野です。佐川先生に

お伺い します。里山自然学校の大学内でのシ

ステム上の位置付けと学内の評価はどうなっ

ているのかということを質問します。それ と、

そもそ も佐川先生がどのような理由で関わる

ようにな り、どういう経緯で この里山自然学

校が立ち上がったのかとかその辺の ところを

少し伺 いたいと思います。

佐川:里 山自然学校が学内の中で認知された

最初は、当時まだ文部省だったと思いますが、

その中の生涯学習関係の予算 を申請して認め

られた平成11年 です。その時に、予算が続く

限 り自然学校はとりあえず認めていきましょ

うという形でスター トしました。綱渡 り的に

平成11年 か ら予算がいろいろ変わ りなが らつ

ながっています。金沢大学が特別なのか他の

大学が特別なのか分か りませんが、 うまくい

っている間は大学での位置づけを示す明確な

ポリシーを示 して くれません。例えば事務的

なことをフォロー してほしいとか、正規のス
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タッフをつけてほしいとかそ ういう要望 をだ

しますが、どんどんや って くださいって言う

だけです。

国が予算をつけているということは、里山

というキーワー ドが国の政策の中では非常に

評価できるものなのかと理解 しています。そ

れか ら地域の人達 も、自然学校の活動にます

ます参加 してくれていますので、評価 して く

れているのだろうと思っています。そ ういう

ことか ら考えると、もう少し大学自身が評価

してほしいと思っているのが正直な ところで

す。

私はスポーツ社会学が専門です。最近は里

山が専門 じゃないかって言 う人 もいます し、

早 く専門変えたほうがいいのではと言われて

います。私が関わった経緯は、愛媛出身なの

ですが、山の中で育ち非常に里山を身近に感

じていたからでしょう。草刈 りみたいなのを

するのが大好きでしたか らボランティアで始

めたのですが、抜けられな くなってきていま

す。

フロアー:国 立乗鞍青年の家の村井です。企

画遂行段階で結構ですので、問題点をどうク

リアされたのか何かア ドバイスになるような

言葉をいただければと思います。

山田:問 題点、課題 は常に山積みです。話 し

だすと一晩でも二晩でもしゃべれるくらいあ

りますが、大きく言 うと、やはりいろいろな

方の意見 を調整するとい うことでしょうか。

それに尽きると思います。

佐川:今 一番困っていることは、自分達が取

り組む事業が多すぎて、これをまとめて報告

する時間が持てないということです。ホーム

ページにもあるのですが、情報 を新 しくする

ことができないということに困っています。

スタッフを入れた方がいいとか、あるいはも

うHTMLを やめて、プログ形式にしなければ

だめじゃないかとか、いろいろ考えています。

それが今一番重要と思っています。

それか ら学生の参加が少ないことです。学生

にしてみれば、なんで こんな不便なところに

という発想です。どのように宝の山に変え ら

れるかというようには、ほとんど見てくれま

せん。虫もいっぱいだし嫌だなあと思ってい

るのではないでしょうか。それか ら里山メイ

トとの取 り組みで言 うと、いろんな人がいま

す。それを無理矢理調整するのはナンセ ンス

だと思っています。地域のレベルでやること

ですか ら、いつまで も解決 しない問題を、楽

しみなが らや るとみんな に言い聞かせなが

ら、自分にも言 い聞かせなが ら、不便で上手

く行きにくいところを、楽 しんだ らいいじゃ

ないかという風に思っています。

上山:企 業活動の中で こういうコーポレイ ト

シチズンシップとか審査みたいな ことをやる

時に一番大きな壁になるのは、それぞれの組

織の縦 と横 との関係であると思います。例え

ばショッピングセ ンターを開発するのは開発

本部 とい う一つの大 きな専門部隊があ りま

す。当然彼 らは、そこの部門の最適を常に追

求する組織であります。商品を開発する場合

で も彼 らはその専門職 としてのプライ ドも、

知識も、経験 も権限 も、予算 も持っている。

そ こに、私 どもの部署が、会社全体の最適 を

追求するということで彼 らの優先順位を変え

させていかなければならないということがあ

ります。

具体的に言 うと千種 ショッピングセ ンター

をエコス トアにするということは、これは開

発本部のアイデアではなく、我々の方から提

案 して、そしてこれを具現化 させ ました。そ

うするとイニシャルコス トは大体少しは高 く

っきます。通常その部門の最適を考えると絶

対そ ういうコス トアップはOKし ないわけで

す。しかし、企業の将来の可否を考えた時に

絶対その優先順位を変えなければいけないと
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いうことを説得 し、彼 らを納得させて予算を

圧縮させるというとこへ持っていきます。だ

か らそ ういう部分、部門の最適 と会社全体の

最適をいかに調和させ るかということが最大

のテーマであり、現在の悩みを発 していると

言 うのが正直なところです。

それからNPOの 人達とか行政の人達 とか例

えば今ですと、その経済産業省 と環境省 との

問で レジ袋の発生抑制の問題を今議論 してい

るわけです。彼 らは全く組織外の人達で、組

織外の人達といかに連携 して、一つの社会的

な最適を追求す ることに関しての場合、会社

の中ではヘッ ドシップという部長というパワ

ーが結構作用す るのですが、 こういう場合は

全然ヘ ッドシップは作用 しません。まさに本

当の リーダーシップが必要 になってきます。

こういうような意味での悩み、苦しみという

のがあります。これはもう組織の中も、組織

の外 とも全く同じだということであります。

コーデ ィネーター:シ ンポジス トの方それぞ

れにまとめとして、これから目指す方向性を

ひとことお願いします。

上山:会 社で働いている従業員が、 こういう

イオンで働いていることに誇 りを感 じとれる

ような会社 に変えたいということが私の最大

の目的、テーマです。

佐川:里 山自然学校では現在、生態学の先生

達がかな り熱心に関わって くれていますが、

教育学の分野で、参加 してくれる方が少ない

ので、 これをぜひ増や していこうと思ってい

ます。

山田:白 川郷 自然共生フォーラムとしてはま

ず何よ りも自然學校の運営を軌道 に乗せ ると

いうことだと思います。

コーディネーター:地 域貢献はこの他にも文

部科学省が進める 「子 どもの居場所づ くり」

という形で、いろんな団体、NPOの 協力も仰

ぎ進んでいってお ります し、それか ら我々野

外教育の関係者、個人という視点でも大切だ

と思います。難 しい問題ですが、会員それぞ

れが所属 している団体でいかに地域に貢献 し

ていくか ということを考えていかなければな

らない問題と考えられ ます。
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